
11　建学の精神

Ⅰ 法人の概要

学校法人龍谷大学は、浄土真宗本願寺派を母体とし、教育基本法及び学校教育法に従い、浄土真宗の精神に基づく教育を
施すことを目的として設立された。本法人は、この目的を達成するために「龍谷大学」、「龍谷大学短期大学部」、「龍谷大学
付属平安高等学校」及び「龍谷大学付属平安中学校」を設置しており、建学の精神を次のとおり顕すとともに、各学校の学
則において、その設置目的を定めている。

〈龍谷大学の設置目的　―龍谷大学学則第 1条―〉
本本学は教育基本法及び学校教育法にしたがい、浄土真宗の精神に基づく大学として、広く知識を授けるとともに、深く
専門の諸学科を教授研究し、あわせて有為の人材を養成することを目的とする。

〈龍谷大学短期大学部の設置目的　―龍谷大学短期大学部学則第 3条―〉
本学は、教育基本法並びに学校教育法による短期大学として、浄土真宗の精神に基づき実際に即した専門の教育を施し、
あわせて有為の人材を養成することを目的とする。

龍谷大学の「建学の精神」は「浄土真宗の精神」です。
浄土真宗の精神とは、生きとし生けるもの全てを、迷いから悟りへ転換させたいという阿弥陀仏の誓願

に他なりません。
迷いとは、自己中心的な見方によって、真実を知らずに自ら苦しみをつくり出しているあり方です。悟

りとは自己中心性を離れ、ありのままのすがたをありのままに見ることのできる真実の安らぎのあり方で
す。
阿弥陀仏の願いに照らされ、自らの自己中心性が顕わにされることにおいて、初めて自己の思想・観点・
価値観等を絶対視する硬直した視点から解放され、広く柔らかな視野を獲得することができるのです。
本学は、阿弥陀仏の願いに生かされ、真実の道を歩まれた親鸞聖人の生き方に学び、「真実を求め、真実
に生き、真実を顕かにする」ことのできる人間を育成します。このことを実現する心として以下５項目に
まとめています。これらはみな、建学の精神あってこその心であり、生き方です。
　・すべてのいのちを大切にする「平等」の心
　・真実を求め真実に生きる「自立」の心
　・常にわが身をかえりみる「内省」の心
　・生かされていることへの「感謝」の心
　・人類の対話と共存を願う「平和」の心
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〈龍谷大学付属平安高等学校の設置目的　―龍谷大学付属平安高等学校学則第 1条―〉
本校は、教育基本法、学校教育法並びに私立学校法により、高等普通教育及び専門教育を施し、特に仏教精神に基づく情
操教育を行う。

〈龍谷大学付属平安中学校の設置目的　―龍谷大学付属平安中学校学則第 1条―〉
本校は、教育基本法、学校教育法並びに私立学校法により、中等普通教育を施し、特に仏教精神に基づく情操教育を行う。

龍谷大学付属平安中学校・高等学校の ｢建学の精神｣ は ｢浄土真宗の精神｣ です。
浄土真宗の精神とは、生きとし生けるもの全てを、迷いから悟りへと転換させたいという阿弥陀仏の誓

願に他なりません。
迷いとは、自己中心的な見方によって、真実を知らずに自ら苦しみを作り出しているあり方です。悟り

とは自己中心性を離れ、ありのままのすがたをありのままに見ることができる真実の安らぎのあり方です。
阿弥陀仏の願いに照らされ、自らの自己中心性が顕わにされることにおいて、初めて自分中心の勝手な

考え方にとらわれるのではなく、広く柔らかな考え方ができるようになるのです。
本校は、阿弥陀仏の願いに生かされ、真実の道を歩まれた親鸞聖人の生き方に学び、｢真実を求め、真実

に生き、真実を顕らかにする｣ ことのできる人間を育てます。このことを実現するための日常の心得とし
て以下の３つの「大切」を掲げています。これらはみな、建学の精神あってこその心であり、生き方です。

　ことばを大切に
　　　　正確な言葉・やさしい言葉・ていねいな言葉
　じかんを大切に
　　　　今という時間・青春という時間・人生という時間
　いのちを大切に
　　　　いただいているいのち・願われているいのち・支えられているいのち
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